
　　開催日時 　平成２８年２月１６日（金）
　　来場者数 　　７５名
　　アンケート回答数 　　３４件　（回収率４５％）

ＩＣＴ利活用普及促進セミナーセミナー（広島市）

～来場者アンケート取りまとめ～



平成28年2月16日（火）ＩＣＴ利活用普及促進セミナー　来場者アンケート

【参加者の所属】 【参加者の年齢】

【基調講演】総務省 情報流通行政局情報流通振興課長 【講演１】　㈱ワイズスタッフ　代表取締役　
　　　今川　拓郎　氏 　　 　　田澤　由利　氏
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平成28年2月16日（火）ＩＣＴ利活用普及促進セミナー　来場者アンケート

【事例紹介Ⅰ】㈱ダンクソフト　代表取締役社長 【事例紹介Ⅱ】 鳥取県八頭町　地方創生監
　　　 　　　　星野　晃一郎　氏 　　　　　　角園　太一　氏

【トークセッション】 【情報交換会】
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平成28年2月16日（火）ＩＣＴ利活用普及促進セミナー　来場者アンケート

いただいた主なご意見（自由記述）

○基調講演

・国の動きがざっくり把握できた。思ったより活発に取り組まれているという印象。

・テレワークの概念や国としての具体的支援が視覚的に認知でき理解が深まった。

・ふるさとテレワークの概要、施策の状況を改めて整理ができた。今後の政策実施に役立てられると思える。

○講演
・テレワークの必要性が理解できた

・ふるさとテレワークについて考え方が変わりました。都会の企業が人材確保のために地方に進出してくる時代が来る。目からウロコです。

・自治体においてもテレワークを実践すべきと改めて思いました。

・テレワークできるように仕事のやり方を変える。クラウドで全てできるというところが良かった。

・ネットを使ったコミュニケーション方法を実演していただき、在宅勤務のイメージがよくわかりました。"
・しなければいけない施策としてのテレワークというのが非常に印象に残りました。地域としていかに受け入れられる体制を構築するかしっかり考え実行して
　いきたいと思います。

○事例紹介Ⅰ
・テレワークの仕組みがシンプルで採用しやすいと感じた
・ペーパーレス、常時接続の考え方は参考になった。意識を変えていく必要があると感じた。
・人材確保が今後のサテライトオフィス誘致のキーとなることが印象深かった。採用したい人がいる場所をサテライトオフィスにするという発想が良かった。
・ペーパーレスと常時接続により、テレワークしやすい環境を整えている状況が理解できた。優秀な人材を採用するために、地方で働けるサテライトオフィスを
　重視しているそんな動きが現にあるのかと驚きました。
・通信環境の重要性が理解できました。
・発想の転換の必要性、固定概念からの脱却の参考となった。

○事例紹介Ⅱ
・サテライトオフィス開設準備中の意気込みなどが強く感じられた。中山間でのサテライトオフィス開設の良い試金石になるのでは？
　八頭町が成功事例となれば、他の自治体でも弾みがつくことになる。その意味では成功を期待する。
・サテライトオフィスを準備することにより、企業を引っぱってくる取組みが理解できた。通信環境が整っていれば立地は関係ないとわかった。
・町の様々な取組みが参考になりました。
・同じ方向性を選択している自治体として、参考にさせて頂きます。ちなみに私共もこれからです。
・イベント含め、課題と方向が若干見えた気がします。
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平成28年2月16日（火）ＩＣＴ利活用普及促進セミナー　来場者アンケート

いただいた主なご意見（自由記述）

○トークセッション
・別の機会に大南さんの講演を伺ったことがあるが、そこでも聞くことが出来なかった「人の選別」など突っ込んだ話しが聞けたのは良かった。
・行政は補助金を出すことが仕事と思いがちだが、サテライトオフィス・テレワークは、それ以外の取組が大切と感じました。
・マーケティングの手法やUターン者を見付ける努力、受け入れ団体の工夫(空気感)などが重要であると感じた(知った)。
　ターゲットは中小企業、ベンチャー、外資という気付きがあった。
・企業側からの気持ちが聞けたのがよかった。財政的な受け入れ体制を整えるだけではなく、地域のコミュニティからの受け入れも重要だとの話は
　大変今後の参考になると思いました。失敗談も参考になりました。
・テレワークにおける課題、実態を知ることができて大変参考になりました。今後の施策にしっかりと活かしたいと思います。

○情報交換会
・ダンクソフト様からの短所や失敗した事例は参考になった。人材を採用する際のポイントとなった。
・講師の方と面識を持っていただきありがたかったです。
・自分の考え方、方向性を確認することができて良かったです。

○意見要望
・大変参考になる良いセミナーでした。
・コーディネータの影響か、トークセッションでは他の機会で耳にすることが出来なかった内容を聞くことが出来て有意義でした。この様な機会が多いと、
　職場にとっても役立つ情報を得やすいのでありがたく思ってます。
・今後も継続してやってほしい。マッチングの機会を作ってほしい。
・リアルな話が聞けてよかったです。
・ＩＣＴ推進には議会の協力が必要。中国総合通信局から人を派遣して議会向け勉強会を実施すれば相当の推進が図れると思う。
　事例を具体的に知ることができたことがとても良かった。日進月歩で進む話だと思いますので、回を重ねていただければと思います。
・自営型テレワーカーと人材不足に悩む企業・自治体とを結びつける取組みについて
　(クラウドソーシングの地方版のようなイメージ？)
　ハコモノ＝自治体、シゴト＝企業(人材不足)、ヒトは外に働きに出られない200から300名は手配できますので、マッチングいただければと思っています。
・今回は大変役に立ちました。その中でマッチングする場を中国管内で開催できないでしょうか。
・地方でのテレワークにおける、生活という部分(定住サポート、ケア)でのスポットをご紹介してほしい。
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